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金
沢
大
学
の
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献
の
中
核
的
事
業
の
一
つ
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
お
う
と
、
大
学
の
持
つ
知
的
財
産
を
地
域
住
民
の
方
々
に
開
放
し
、
生
涯
学
習
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
石
川
県
民
大
学
校
と
も
連
携
し
て
い
る
（
受
講
料
必
要
）。
講
座
は
、
地
域
住
民
の
要
望
や
現
代
的
な
課
題
、
大
学
の
研
究
の
特
色
な
ど
を
踏
ま
え
、
テ
ー
マ
性
を
持
た
せ
て
い
る
の
が
特
徴
。
教
養
的
要
素
、
リ
カ
レ
ン
ト
的
要
素
、
講
義
主
体
、
実
験
・
実
技
主
体
、
講
義
・
実
験
・
実
技
の
複
合
な
ど
受
講
者
の
視
点
に
立
っ
て
企
画
し
て
い
る
。
自
然
科
学
系
、
医
学
系
、
人
文
・
社
会
科
学
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
学
部
の
特
色
を
発
揮
し
た
講
座
、
全
学
的
な
講
座
な
ど
、
毎
年
、
20
講
座
程
度
を
開
設
し
て
い
る
（
平
成
15
年
度
は
22
講
座
、
16
年
度
は
21
講
座
の
予
定
）。
（
大
学
教
育
開
放
セ
ン
タ
ー
）
知的好奇心、探究心で
学びの輪を広げよう
豊富な生涯学習プログラム―あなたが主役、舞台は金沢大学―
公
開
講
座
の
受
講
、ス
ポ
ー
ツ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、趣
味
な
ど
「
生
涯
学
習
」に
含
ま
れ
る
活
動
は
多
い
。大
学
で
も
教
育
や
研
究
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
多
様
な
生
涯
学
習
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、様
々
な
機
会
を
通
じ
て
こ
れ
に
応
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
。金
沢
大
学
の「
使
命
の
一
つ
」で
あ
る
生
涯
学
習
の
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
。
公
開
講
座
”生
涯
に
わ
た
る
学
び
“
金
沢
、
富
山
、
福
井
の
３
大
学
が
共
催
、
３
県
の
教
育
委
員
会
が
後
援
し
、
平
成
15
年
度
初
め
て
開
催
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
地
域
住
民
の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
支
援
す
る
こ
と
」「
自
己
発
見
、
自
己
啓
発
、
相
互
交
流
を
促
進
す
る
『
知
と
の
出
会
い
』
の
場
を
設
け
る
こ
と
」「
北
陸
地
区
の
大
学
間
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
」
の
３
点
を
主
な
目
的
と
し
た
。
開
催
地
の
大
学
の
担
当
教
員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
他
の
２
大
学
の
教
員
が
講
演
し
、
講
演
後
、
参
加
者
を
交
え
て
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
金
沢
会
場
（
事
務
担
当：
金
沢
大
学
大
学
教
育
開
放
セ
ン
タ
ー
）
【
開
催
日
】
平
成
16
年
２
月
８
日
（
日
）
【
場
所
】
金
沢
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
北
陸
3
大
学
連
携「
ま
ち
な
か
セ
ミ
ナ
ー
」
３大学連携のまちなかセミナーであいさつをする中村信一副学長
公開講座の化学系のテーマには小学生も参加した（写真は「おとなと子どもで一緒に楽しむ化学実験」）
ザ
【
テ
ー
マ
】「
北
陸
発
の
文
化
―
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
出
会
い
―
」【
参
加
者
数
】
45
人富
山
会
場
（
事
務
担
当：
富
山
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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生涯学習
【
開
催
日
】
平
成
16
年
２
月
29
日
（
日
）
【
場
所
】
と
や
ま
市
民
交
流
館
【
テ
ー
マ
】
「
北
陸
発
の
自
然
―
雪
や
地
震
に
ど
う
対
応
す
る
か
―
」【
参
加
者
数
】
40
人
福
井
会
場
（
事
務
担
当：
福
井
大
学
総
務
部
評
価
課
）
【
開
催
日
】
平
成
16
年
３
月
７
日
（
日
）
【
場
所
】
福
井
大
学
ア
カ
デ
ミ
ー
ホ
ー
ル
【
テ
ー
マ
】「
北
陸
発
の
食
―
ワ
イ
ン
・
酒
・
酔
い
―
」【
参
加
者
数
】
40
人
学
習
機
会
の
提
供
を
通
し
て
生
涯
学
習
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
狙
っ
た
「
ま
ち
な
か
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
高
度
化
・
多
様
化
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
上
で
も
、
大
い
に
意
義
が
あ
っ
た
。
一
つ
の
テ
ー
マ
の
も
と
で
、
北
陸
の
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
有
し
て
い
る
人
的
・
物
的
「
財
」
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
「
発
信
」
す
る
た
め
、
さ
ら
に
多
く
の
大
学
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
多
様
な
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。
（
大
学
教
育
開
放
セ
ン
タ
ー
）
県
内
の
各
市
町
村
教
育
委
員
会
が
地
域
住
民
を
対
象
と
し
て
企
画
し
、
金
沢
大
学
な
ど
の
教
員
が
講
師
と
な
っ
て
出
向
く
講
座
。
昭
和
51
年
度
か
ら
平
成
14
年
度
ま
で
に
１
２
２
６
講
座
、
受
講
者
数
約
５
万
２
０
０
０
人
、
15
年
度
は
32
講
座
開
か
れ
た
。
趣
味
・
教
養
に
関
す
る
講
座
か
ら
、
近
年
は
、
健
康
、
環
境
、
男
女
共
同
参
画
、
高
齢
社
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
現
代
的
な
学
習
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座
が
増
え
て
き
て
い
る
。
テ
ー
マ
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
14
年
か
ら
作
成
、
配
布
し
て
い
る
「
金
沢
大
学
教
官
講
演
テ
ー
マ
集
」
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
市
町
村
と
密
な
る
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
様
々
な
テ
ー
マ
の
講
座
開
設
に
努
め
て
い
き
た
い
。
（
大
学
教
育
開
放
セ
ン
タ
ー
）
大
学
教
育
開
放
セ
ン
タ
ー
で
は
、
か
つ
て
テ
レ
ビ
を
通
し
て
行
わ
れ
た
放
送
講
座
の
収
録
ビ
デ
オ
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
放
送
講
座
ビ
デ
オ
は
、
原
則
と
し
て
セ
ン
タ
ー
内
で
の
利
用
と
な
る
。
ま
た
、
広
く
地
域
住
民
に
貸
し
出
し
、
ビ
デ
オ
で
の
学
習
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
平
成
14
年
度
は
「
こ
こ
ろ
の
病
気
は
こ
わ
く
な
い
」（
協
力：
医
学
部
附
属
病
院
ほ
か
）
の
テ
ー
マ
で
10
巻
、
さ
ら
に
15
年
度
は
「
健
や
か
に
人
生
を
生
き
る
た
め
に
」（
協
力：
薬
学
部
）
の
テ
ー
マ
で
３
巻
、
い
ず
れ
も
金
沢
大
学
で
制
作
し
た
。
今
後
と
も
こ
う
し
た
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
充
実
に
努
め
な
が
ら
、
地
域
住
民
や
関
係
機
関
な
ど
に
よ
る
利
用
を
促
進
し
て
い
く
。
（
大
学
教
育
開
放
セ
ン
タ
ー
）
生
涯
学
習
の
機
会
を
提
供
し
、
地
域
と
大
学
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、「
金
沢
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ
」（
金
沢
市
西
町
教
育
研
修
館
内
）
で
は
平
成
12
年
度
か
ら
毎
月
１
回
・
土
曜
日
の
午
後
、
専
門
性
の
高
い
学
術
研
究
な
ど
の
講
演
を
参
加
費
無
料
で
行
っ
て
い
る
。
テ
ー
マ
は
、
①
本
学
の
「
講
演
テ
ー
マ
集
」
に
登
録
し
て
い
る
も
の
②
市
民
な
ど
の
要
望
③
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
関
心
事
―
の
中
か
ら
、
適
時
性
、
話
題
性
な
ど
の
観
点
で
企
画
し
て
い
る
。
15
年
度
は
、
次
の
テ
ー
マ
で
実
施
し
た
（
参
加
者
計
４
２
６
人
）。
「
精
神
医
学
か
ら
み
た
不
登
校
と
ひ
き
こ
も
り
」「『
里
山
の
魅
力
』
―
金
沢
大
学
『
角
間
の
里
山
自
然
学
校
』
の
取
り
組
み
か
ら
―
」「
タ
バ
コ
と
健
康
」「
加
賀
藩
が
生
ん
だ
偉
人
『
高
峰
譲
吉
』」「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
悲
劇
は
い
か
に
し
て
起
こ
っ
た
か
」「『
水
晶
の
右
と
左
』
―
そ
の
『
か
た
ち
』
と
『
な
か
み
』
―
」
「
い
の
ち
の
教
育
」「
同
位
体
の
化
学
と
生
態
学
」「
医
薬
品
の
南
北
事
情：
日
本
を
見
直
す
」「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
ル
監
督
に
み
る
指
導
者
像
」講
演
は
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、「
遠
隔
講
座
」
と
し
て
希
望
す
る
市
町
村
に
同
時
双
方
向
で
中
継
配
信
し
て
い
る
（
15
年
度
は
、
輪
島
市
、
小
松
市
、
津
幡
町
、
寺
井
町
、
田
鶴
浜
町
で
延
べ
６
会
場
）。
ま
た
、
希
望
者
に
は
講
演
録
集
も
配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
特
別
企
画
と
し
て
「
イ
グ
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
を
受
賞
し
た
理
学
部
の
廣
瀬
幸
雄
教
授
が
、「
科
学
は
お
も
し
ろ
く
な
く
ち
ゃ
！
」
と
題
し
て
記
念
講
演
し
た
。
今
後
も
適
時
性
の
あ
る
特
別
企
画
を
考
え
て
い
く
。
（
大
学
教
育
開
放
セ
ン
タ
ー
）
公開講座「奇跡のホルモン・メラトニンを合成しよう」サテライト・プラザのミニ講演 盛況だった「イグ・ノー ベル賞」受賞記念講演
金
沢
大
学
公
開
講
座
で
参
加
者
か
ら
の
研
究
会
の
開
催
希
望
に
応
え
、
平
成
14
年
度
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座
の
終
了
に
際
し
発
足
し
た
。
研
究
会
に
は
金
沢
市
、
松
任
市
、
能
都
町
か
ら
参
加
者
が
あ
り
、
15
年
度
は
金
沢
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ
で
毎
月
第
３
木
曜
日
に
定
期
研
究
会
を
開
催
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
分
析
と
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
な
ど
、
参
加
者
の
抱
え
る
問
題
や
課
題
、
参
加
者
の
経
験
を
話
題
と
し
て
、
精
力
的
に
検
討
を
加
え
た
。
研
究
会
は
16
年
度
も
継
続
さ
れ
る
予
定
。
（
教
育
学
部
）
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
市
町
村
共
催
公
開
講
座
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
研
究
会
」の
開
催
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ「
ミ
ニ
講
演
」な
ど
―
気
軽
に
学
び
、ふ
れ
あ
い
が
深
ま
る
―
